
能登半島におけるＵＡＶを用いた河川等被災状況調査業務

令和６年９月２０日からの大雨により、石川県能登半島では堤防決壊や護
岸損傷等が発生した。近畿地方整備局ではＴＥＣ－ＦＯＲＣＥを派遣し、
被害を受けた石川県内での自治体支援のため、河川の被災状況調査を行う
こととなった。
早期復旧に向けて被災状況の把握を緊急に実施する必要があり、ＴＥＣ－
ＦＯＲＣＥ現地調査班が調査箇所へ接近出来ない時に、ＵＡＶによる上空
からの調査を実施することで、迅速かつ安全に被災状況調査が可能となる
ことから、ＵＡＶを用いた河川等の被災状況調査を実施するものである。

支出負担行為担当官
近畿地方整備局長
長谷川　朋弘
大阪市中央区大手前３丁目１番４１号　大手前合同庁舎

令和　６年１１月２７日

（株）アーバンクリエイト

兵庫県川西市久代１－２３－１６

１，９４７，０００円（税込み）

１，９５８，０００円（税込み）

本業務は、緊急に現地の被災状況を把握する必要があることから通常の競
争に付することができないため、会計法第２９条の３第４項及び予算決算
及び会計令第１０２条の４第三号により、契約を締結するものである。
上記業者は、「災害時における近畿地方整備局所管施設の緊急災害応急対
策業務に関する協定書」に基づき一般社団法人全国測量設計業協会連合会
近畿地区協議会から推薦された緊急対応が可能な業者であったため、契約
の相手方としたものである。
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